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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
俺
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
９
０
８
Ｈ

【
作
者
名
】

　
月
影
の
幻
鳥

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
世
界
は
腐
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
世
界
、
滅
び
た
方
が
ま
し
だ
！
！
と
キ

ラ
的
な
思
想
を
持
つ
脱
力
キ
ャ
ラ
『
相
沢
』
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
！
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学
校
て
い
ら
な
く
ね
？

リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
ッ
！
！

（
目
覚
ま
し
時
計
の
鳴
る
音
）

相
沢
「
る
っ
せ
ぇ
！
！
」

バ
ギ
ッ
！
！
（
目
覚
ま
し
時
計
の
壊
れ
る
音
）

相
沢
「
あ
゛
ぁ
～
～
眠
い
！
て
か
、
ま
た
目
覚
ま
し
時
計
壊
し
ち
ゃ
っ
た
な
。

い
や
、
勝
手
に
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
な
。
う
ん
、
そ
う
だ
よ
な
、
き
っ
と
。
」

母
「
光
希
ー
！
今
日
か
ら
学
校
で
し
ょ
！
早
く
し
な
さ
い
！
！
」

相
沢
「
る
っ
せ
ぇ
な
、
バ
バ
ァ
が
！
ア
イ
ツ
も
こ
の
目
覚
ま
し
時
計
み
た
い
に

し
て
や
ろ
う
か
な
。
」

俺
は
、
相
沢
光
希
。

春
休
み
が
終
わ
り
、
今
日
か
ら
高
校
生
と
し
て
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
。

と
言
っ
て
も
、
中
高
一
貫
だ
か
ら
新
鮮
味
が
ま
る
で
な
い
。

仕
方
な
く
朝
食
を
食
べ
、
学
校
へ
向
か
っ
た
。

佐
伯
「
よ
う
、
相
沢
～
。
」

相
沢
「
お
う
。
」
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国
弘
「
遅
刻
す
る
方
に
賭
け
て
た
の
に
な
～
。
」

太
刀
掛
「
Ａ
Ｈ
Ｙ
Ａ
！
セ
ブ
ン
で
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
お
ご
れ
よ
、
ち
ゃ
ん
と
！
」

相
沢
「
何
だ
よ
、
俺
で
賭
け
し
て
た
の
か
？
人
権
問
題
だ
。
国
弘
、
俺
に
も
お

ご
れ
よ
！
」

国
弘
「
マ
ジ
で
！
？
」

佐
伯
「
て
か
、
何
か
高
校
生
に
な
っ
た
気
が
し
な
い
な
～
。
」

相
沢
「
み
ん
な
そ
う
だ
ろ
。
ど
う
せ
今
日
は
入
学
式
し
て
校
長
の
ク
ソ
面
白
く

な
い
あ
り
が
た
く
な
い
話
を
強
制
的
に
聞
か
さ
れ
て
解
散
だ
ろ
？
つ
ー
か
、
入

学
式
し
な
く
て
い
い
し
。
中
高
一
貫
だ
か
ら
し
な
く
て
い
い
し
！
」

太
刀
掛
「
校
長
死
ね
ー
ー
！
！
Ａ
Ｈ
Ｙ
Ａ
ｈ
ｙ
ａ
ｈ
ｙ
ａ
ｈ
ｙ
ａ
！
！
」

相
沢
「
う
る
せ
ぇ
ぞ
、
障
害
者
。
」

佐
伯
「
じ
ゃ
あ
さ
～
、
帰
り
に
オ
ケ
カ
ラ
行
こ
う
Ｚ
Ｅ
！
平
日
だ
か
ら
安
い
し

！
」

国
弘
「
い
い
セ
ン
ス
だ
！
！
」

太
刀
掛
「
オ
ラ
も
行
く
ー
ー
よ
！
！
」

相
沢
「
う
る
せ
ぇ
ぞ
、
障
害
者
！
」
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こ
う
し
て
、
高
校
生
活
ス
タ
ー
ト
！
！
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授
業
に
は
一
狩
り
行
こ
う
Ｚ
Ｅ
！
！

基
本
、
授
業
は
受
け
な
い
。

ノ
ー
ト
も
と
ら
な
い
。

た
い
て
い
は
猛
獣
狩
り
を
し
た
り
、
戦
争
根
絶
の
為
に
戦
っ
て
い
る
。

今
日
は
佐
伯
と
テ
ィ
ガ
レ
ッ
ク
ス
を
討
伐
し
に
行
く
予
定
。

佐
伯
と
俺
は
ク
ラ
ス
が
違
う
が
、
授
業
中
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
て
い
る
。

相
沢

「
お
、
集
会
所
来
た
な
。
」

早
速
、
俺
の
緊
ク
エ
の
テ
ィ
ガ
レ
ッ
ク
ス
を
討
伐
し
に
向
か
う
。

し
ば
ら
く
し
て
、
席
が
隣
り
の
国
弘
が
の
ぞ
き
込
ん
で
き
た
。

国
弘

「
何
や
っ
て
ん
の
？
ガ
ン
ガ
ン
？
」

相
沢

「
今
日
は
モ
ン
ハ
ン
。
」

国
弘

「
授
業
放
棄
か
～
。
最
低
だ
な
～
。
」

相
沢

「
う
る
せ
ぇ
よ
！
お
前
だ
っ
て
さ
っ
き
ま
で
寝
て
た
だ
ろ
。
俺
は
今
、
村
人
達

の
平
和
の
為
に
戦
っ
て
る
ん
だ
よ
。
」
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国
弘

「
寝
て
な
い
よ
。
妄
想
し
て
た
ん
だ
よ
。
」

相
沢

「
あ
っ
そ
。
」

国
弘

「
ハ
ガ
レ
ン
の
ウ
ィ
ン
リ
ー
で
妄
想
し
て
た
。
」

相
沢

「
あ
っ
そ
！
」

国
弘

「
ウ
ィ
ン
リ
ー
が
エ
ド
と
…
」

相
沢

「
う
る
せ
ぇ
よ
！
気
に
な
る
だ
ろ
！
集
中
出
来
な
い
だ
ろ
！
！
俺
今
頑
張
っ
て

る
か
ら
！
音
量
０
の
世
界
で
バ
サ
ル
モ
ス
の
防
具
で
頑
張
っ
て
る
か
ら
！
！
」

国
弘

「
あ
の
さ
～
。
」

相
沢

「
お
、
足
引
き
ず
っ
た
な
！
」

国
弘

「
お
～
い
！
」

相
沢
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「
や
っ
た
！
佐
伯
テ
ィ
ガ
レ
ッ
ク
ス
倒
し
た
！
あ
い
つ
ラ
ン
ス
う
ま
い
な
～
。
」

国
弘

「
無
視
る
な
～
。
」

相
沢

「
さ
っ
き
か
ら
何
だ
よ
？
」

国
弘

「
い
や
、
廊
下
か
ら
小
林
先
生
見
て
る
ん
だ
け
ど
。
」

相
沢

「
え
？
マ
ジ
で
！
？
」

恐
る
恐
る
振
り
向
く
と
、
小
林
先
生
と
目
が
合
っ
た
。

小
林
先
生

「
そ
れ
没
収
。
」

相
沢

「
ち
ょ
！
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
！
ま
だ
テ
ィ
ガ
レ
ッ
ク
ス
剥
ぎ
取
っ
て
な
い
か

ら
！
」

小
林
先
生

「
ち
ょ
っ
と
職
員
室
ま
で
来
い
！
！
」

教
室
の
ざ
わ
め
き
も
お
さ
ま
り
、
授
業
が
再
開
。
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国
弘

「
馬
鹿
だ
な
ぁ
、
あ
い
つ
。
」

そ
う
言
っ
て
国
弘
は
カ
バ
ン
か
ら
Ｐ
Ｓ
Ｐ
を
取
り
出
し
た
。
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午
後
テ
ィ
ー
っ
て
た
ま
に
飲
み
た
く
な
る
よ
ね

国
弘

「
昨
日
は
Ｐ
Ｓ
Ｐ
小
林
先
生
に
見
つ
か
っ
て
、
馬
鹿
し
た
ね
～
。
」

相
沢

「
う
る
せ
ぇ
。
」

太
刀
掛

「
大
変
だ
っ
た
？
」

相
沢

「
当
た
り
前
だ
ろ
！
学
年
担
任
だ
ぞ
、
あ
い
つ
！
Ｐ
Ｓ
Ｐ
中
間
テ
ス
ト
終
了
後

ま
で
没
収
だ
っ
て
さ
。
お
ま
け
に
所
持
し
て
た
ジ
ャ
ン
プ
も
と
ら
れ
た
よ
。
」

太
刀
掛

「
あ
～
昨
日
月
曜
だ
っ
た
な
。
俺
も
今
日
帰
り
に
立
ち
読
み
し
よ
っ
と
。
」

相
沢

「
俺
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ
と
ジ
ャ
ン
プ
返
せ
ー
ー
！
！
１
５
５
０
０
円
と
２
３
０
円
返
せ

ー
ー
！
！
て
か
、
ジ
ャ
ン
プ
と
か
中
間
テ
ス
ト
終
了
後
に
返
さ
れ
て
も
内
容
が

ア
レ
だ
か
ら
！
！
」

佐
伯

「
俺
の
こ
と
チ
ク
っ
て
な
い
よ
ね
？
」

相
沢

「
あ
ぁ
、
大
丈
夫
だ
よ
。
」
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佐
伯

「
お
～
、
友
よ
～
！
」

太
刀
掛

「
て
か
、
コ
バ
テ
ィ
ー
面
倒
く
さ
い
な
～
！
」

相
沢

「
コ
バ
テ
ィ
ー
…
？
」

国
弘

「
何
か
響
き
い
い
な
～
。
午
後
テ
ィ
ー
み
た
い
な
感
じ
で
！
」

相
沢

「
午
後
テ
ィ
ー
っ
て
響
き
い
い
の
か
！
？
」

佐
伯

「
じ
ゃ
あ
、
お
前
ア
レ
か
！
？
オ
ン
ラ
イ
ン
出
来
な
い
の
！
？
授
業
中
出
来
な

い
の
！
？
」

相
沢

「
本
体
も
メ
モ
リ
ー
も
Ｕ
Ｍ
Ｄ
も
と
ら
れ
た
か
ら
な
。
授
業
中
暇
に
な
る
な
～

…
…
…
…
…
…
…
よ
し
、
取
り
返
す
か
な
！
」

国
弘

「
取
り
返
す
？
」

相
沢

「
俺
の
ピ
ー
チ
姫
を
憎
き
コ
バ
テ
ィ
ー
か
ら
救
い
出
す
！
っ
て
事
だ
よ
。
」

国
弘
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「
い
い
セ
ン
ス
だ
！
！
」

太
刀
掛

「
ど
こ
に
在
る
か
分
か
る
の
？
」

相
沢

「
コ
バ
テ
ィ
ー
の
机
の
中
、
つ
ま
り
は
職
員
室
に
侵
入
す
る
事
に
な
る
な
。
」

太
刀
掛

「
簡
単
に
言
う
な
～
、
お
前
。
」

佐
伯

「
じ
ゃ
あ
、
い
つ
や
る
？
」

相
沢

「
ん
な
こ
と
決
ま
っ
て
る
、
今
日
だ
！
！
」

こ
う
し
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
奪
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
！
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Ｐ
Ｓ
Ｐ
奪
還
作
戦
！

佐
伯

「
作
戦
は
こ
う
だ
！
」

１
、
授
業
に
抜
け
出
す
。

２
、
職
員
室
に
お
邪
魔
す
る
。

３
、
コ
バ
テ
ィ
ー
の
机
か
ら
Ｐ
Ｓ
Ｐ
奪
還
！

４
、
モ
ン
ハ
ン
で
一
狩
り
行
こ
う
Ｚ
Ｅ
！
！

佐
伯

「
こ
ん
な
感
じ
で
ど
う
よ
。
」

相
沢

「
了
解
！
」

国
弘

「
ど
う
や
っ
て
授
業
中
抜
け
出
す
わ
け
？
」

太
刀
掛

「
ト
イ
レ
行
き
た
い
ん
で
…
…
と
か
。
」

佐
伯

「
と
な
る
と
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
長
く
て
１
０
分
が
限
界
だ
ろ
な
。
」

国
弘

「
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
急
速
な
対
応
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
成
功
し
た
場
合
、
あ
な
た
の
評
価
は
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
健
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闘
を
祈
り
ま
す
。
」

相
沢

「
若
干
ア
ー
マ
ー
ド
・
コ
ア
パ
ク
っ
て
る
な
。
ま
ぁ
、
了
解
！
」

そ
し
て
、
３
時
限
目
の
コ
バ
テ
ィ
ー
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

小
林
先
生

「
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
～
…
。
」

国
弘

「
そ
ろ
そ
ろ
だ
な
。
何
か
あ
っ
た
ら
メ
ー
ル
し
て
く
れ
。
」

太
刀
掛

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
イ
ッ
チ
ャ
イ
ナ
Ｙ
ｏ
！
」

相
沢

「
黙
っ
て
ろ
、
障
害
。
」

そ
う
言
っ
て
、
相
沢
は
手
を
挙
げ
た
。

小
林
先
生

「
ど
う
し
た
、
相
沢
。
」

相
沢

「
先
生
、
ち
ょ
、
腹
痛
い
ん
で
マ
ジ
痛
い
ん
で
ト
イ
レ
行
っ
て
き
て
い
い
っ
す
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か
？
」

小
林
先
生

「
は
い
、
ど
う
ぞ
～
。
」

腹
を
痛
が
る
よ
う
に
し
て
、
廊
下
に
出
た
。

相
沢

「
は
！
単
純
バ
カ
め
！
待
っ
て
ろ
よ
！
俺
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ
！
」

廊
下
を
ゆ
る
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
、
階
段
を
下
り
る
と
足
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

相
沢

「
誰
か
居
ん
の
か
！
？
」

こ
っ
そ
り
覗
く
と
校
長
が
居
た
。
ど
う
や
ら
、
授
業
の
見
回
り
を
し
て
い
る
よ

う
だ
。

相
沢

「
何
で
今
日
な
ん
だ
よ
！
校
長
空
気
読
め
よ
！
て
か
、
校
長
空
気
に
な
れ
よ
！

空
気
に
溶
け
ろ
よ
！
」
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携
帯
を
取
り
出
し
、
メ
ー
ル
を
送
る
。

国
弘

「
お
、
メ
ー
ル
来
た
。
」

太
刀
掛

「
ホ
ン
ト
だ
！
オ
ラ
に
も
来
た
！
」

相
沢

「
モ
ン
ス
タ
ー
出
現
！
校
長
が
現
れ
た
！
ど
う
す
る
？
」

国
弘

「
命
は
大
事
に
！
」

太
刀
掛

「
ガ
ン
ガ
ン
行
こ
う
Ｚ
Ｅ
！
！
」

相
沢

「
ガ
ン
ガ
ン
行
こ
う
Ｚ
Ｅ
！
！
っ
て
校
長
に
一
発
か
ま
せ
っ
て
こ
と
か
！
？
退

学
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
、
俺
！
行
く
の
漢
字
が
逝
く
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
！
」

国
弘

「
ほ
ふ
く
前
進
で
背
後
か
ら
Ｃ
Ｑ
Ｃ
を
か
け
る
ん
だ
！
」

相
沢

「
だ
か
ら
ね
、
退
学
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
そ
ん
な
事
し
た
ら
！
！
校
長
先
生

に
首
締
め
を
し
て
気
絶
さ
せ
た
高
校
生
っ
て
新
聞
に
載
っ
ち
ゃ
う
か
ら
！
！
」
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太
刀
掛

「
で
も
時
間
が
押
し
て
る
よ
。
」

校
長
の
空
気
読
め
な
い
行
動
の
せ
い
で
、
す
で
に
５
分
が
経
過
し
て
い
た
。

相
沢

「
ク
ソ
ー
！
時
間
が
な
い
ー
ー
！
！
（
裏
声
）
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

俺ステーション
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